
第４号様式（要綱第６条関係） 
 

令和５年度 第４回 藤沢市立湘洋中学校 学校運営協議会会議録 
 

開催日時 ２０２３年１１月２０日（月） １０時～ 

場 所  藤沢市湘洋中学校 視聴覚室       

出

席

委

員 

品田 雅  （会長・辻堂東地区主任児童委員） 

濱本 龍彦 （ネットワーク湘南堂夢会長） 

齋間 道雄 （辻堂地区青少年育成協力会会長） 

松浦 邦恵 （辻堂東地区民生委員） 

近藤 眞由美（辻堂東海岸２丁目町内会副会長） 

蜂須賀 直 （前湘洋中学校ＰＴＡ会長） 

大谷 ますみ（元湘洋中学校ＰＴＡ広報委員長） 

桐山 桂子 （元湘洋中学校ＰＴＡ本部役員） 

竹花 真吾 （湘洋中学校ＰＴＡ会長） 

横田 純一 （辻堂市民センター長） 

村上 純子 （社会福祉法人藤沢市社会福祉協議会辻堂地区コミュニティソーシャルワーカー）  

坪谷 麻貴 （副会長・湘洋中学校校長） 

繁里 勇  （湘洋中学校教頭） 

 

出席委員 １３名（欠席委員：１名 叶多委員） 

                       

事務局   飯田 祐里（湘洋中学校教諭） 

傍聴人数  ２名 

次

第 

１．開会 

２．情報提供 令和５年度全国学力・学習状況調査の結果について 

３．議題  ⑴ 湘洋中学校の生徒を取り巻く課題について 

       ① 不登校生徒への支援について  

       ② 地域で生徒たちを育む場について 

      ⑵ その他 

       ・湘洋中学校教職員について（非公開） 

４．その他 ⑴ 令和５年度の学校評価及び令和６年度の学校運営について 

      ⑵ 次回の会議日程  

５．閉会 

 

協

議 

内

容 

（意見等） 

３．（１）①不登校生徒への支援について 

委員（学校）：前回、グループ協議で「学校外に居場所があるとよい。」「不登校

生徒の保護者同士の情報交換の場があるとよい。」等のアイデアをいただ

いた。そのアイデアをより具体的な取り組みに発展できるよう、ご意見を

いただきたい。 

委員：それぞれ行っている組織等の活動が不登校保護者の手元まで、情報が行き

渡っていない。あるはＮＰＯはＡＩを使った不登校生徒に対する取組をし

ている。そのような団体を紹介したり、情報を集めたりしたものを提示で

きるとよい。 



委員（学校）：国で示したもの（相談窓口、不登校の窓口、フリースペース等） 

の湘洋版があるといいかもしれない。 

委員：情報は整理したほうがいい。他校の取組で、校長や保護者がなんでも語り

合える場や、年１回フリースクールの情報交換等をしている学校がある。

湘洋中のコミュニティ・スクールとして情報を発信していくのもありかも

しれない。保護者が情報を選択して使ってみようというところまで届ける

とよい。 

委員（学校）：保護者との情報交換の場は地域でもあったり、学校（他校）で主

催しているものがあったりする。市の学校教育相談センターでは「おしゃ

べりひろば」で保護者との情報交換の場があるが、近くの地域であると良

いという声はよく聞く。 

委員：不登校の定義をはっきりさせたほうがよい。また、不登校の理由をそれぞ

れ明確にしたほうがよい。特に「いじめ」「先生とのトラブル」は即時解

決する体制を整える必要がある。 

委員（学校）：令和４年度の不登校等の状況（国・県・市）の調査結果が公表さ

れている。そこには不登校の理由も示されている。不登校の理由を明確に

することで、どのような支援が必要なのか考えることができる。いじめを

原因とする不登校は重大事態にあたるので、慎重に取り扱っている。また、

いじめ問題が発生した時は「いじめ問題対策委員会」を開いている。大事

なことは、学校を休む前に相談できる、または悩みをキャッチできるよう

な相談体制が必要だと思っている。 

 

～グループ協議で出た意見～ 

・保護者のネットワークから情報を集める。 

・情報発信として湘洋中ＨＰに不登校情報コーナー、掲示板をつくる。 

・生徒に自信を持たせる取組をする。 

・市内他校、全国的な取り組み等情報を集める。 

・情報を洗い出したり、チャート式を利用したりして子どもに選ばせる。 

・子どもに情報をどのように届けるのか、担任、友人、民生委員など伝達の工夫

をする。 

・不登校を増やさない取組をする。（校長への目安箱、生徒が校長にメールを送

れるようにする。） 

・不登校支援として、スクリーニングを実施する。（担任だけでなく全体で生徒

を見る。） 

 

３．（１）②地域で生徒たちを育む場について 

～グループ協議で出た意見～ 

・子ども達が思っていることを言える雰囲気づくりを推進する。 

・校則などルール等を自分達で決めていく。 

・湘洋中は合唱の力が素晴らしいので、その力を周りへ広めていく。 

・公民館まつりに生徒を参加させる。（団体を増やす。） 

・文化祭を生徒主体でやらせる。 

・ボランティア部のようなものを作る。（課外での地域交流、まちづくり会議に

参加、湘工の学生とコラボして地域交流等の活動等をする。まずは同好会から

始めてみる。） 



委員（学校）：コロナで縮小となった文化祭を今後変えていきたい。生徒達で企

画することは力になるし、思い出にもなる。将来、「湘洋フェスティバル」

として、地域と学校が一緒になって学校で開催することが夢である。 

 

３．（２）その他 

・湘洋中学校教職員について（非公開） 

 

４．その他 

（１）令和５年度の学校評価及び令和６年度の学校運営について 

委員（学校）：学校評価について、自己評価や生徒保護者のアンケートを事前に

お送りして、２月にご意見をいただきたい。 

 

 

次回開催日程 ２０２４年２月２８日（水）午前１０時～ 

  場所     藤沢市立湘洋中学校 視聴覚室 


